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E  6 老 親 扶 養‐ 高 齢 者 と の同 居 に つい て

熊 本 大 ・ 教 育　 奥 村 美 代 子

目 的 ： 高 齢it 社 会 の 進行 と とも に, 子 家 族と同 居 せざ る を 得 ない 高 齢 者 も 増 加し て ゆ く

こ と と 思わ れ る 。* 報 は 、 高 齢 者 と 同 居 す る家 族 の 、 老 親 扶 養 意 識 と 実 態 と を 、 老 親と 子

と の ず れ,   お よ び 前 報（1978 年 調 査 ）の 結 果と を 比 較し 、 高 齢 者 と そ の 同 居 家 族 が 安 定 で

きる 方 向を さ ぐ る こ と を 目 的 と す る 。

方 法： 調 査 対 象 は 、 熊 本 市 の 民 生 委 員175 人 に 依 頼し 、a 当 地 区 か ら 各2   家 族 を 抽出 し

た 合 計350 の 高 齢 者 と 同 居 し て い る 家一族で ある 。 高 齢 者 と 同 居 する 家 族 と に対 し て そ れ ぞ

れ 、 民 生 委 員 に よ っ て 質 問一紙 を 用 い た 調 査を行 っ た 。 調 査 期 間 は1985 年6  月 か ら10 月 に わ

た っ た 。

結 果 ： 同 居 の 高 齢 者 は 、 夫 の 女 親 が5   割 ・夫 の 男 親が3  割 で あ り 、 圧 倒 的 に 夫 系 の 親 族

が 多 か っ た。 ま た同 居 する 家 族 の 世 帯 主 は 、長 男が ６ 割 弱で あ っ た 。同 居 の 理由 は 、 高 齢

者で「 尭 人 だけ で は 不 安 」が4  ii ・「 病 気 のと き 世話 し て も ら え る 」が3   割 あ り 、 同 居 す

る 家 族 で「 家 事 ・ 育 児 を た の め る」 が3   割･ 「 長 男 だ から 」が2   割 を 占 め た。 高 齢 者 の た

め に 出 す 支 出 は 生 計 費 の ２ 割 以 下 の 家 族が 多く 、 そ の 費 用 は 食 物 費 が 多 く つ い で 交 際 費 ・

被 服 費 等 で あ っ た 。 財 産 相 続 に つ い て は 、 高齢 者 で「 同 居 の 子 に 」が5   割 ・「 平 等 に 」 が

2 割 あ っ た が 、 同 居 する 家 族 で「 親 の 意志 を尊 重し た い 」が6   割 も あ っ た 。自 分 の 性 格 に

つ い て 、 高 齢者 は「 細 かく 気 がつ く 方 だ 」とす る 者 が 多 く 、 同 居 する 家 族 は「 の ん き なis

だ 」と す る 者 が 多 か っ た 。こ れら の 実 態を 通し て ヽ 高 齢者 と 同 居 する 家 稗 の安 定 要因 に つ

い て 検討 し た 。


